
千葉県いすみ市

自然と共生する地域づくりと
有機農業、学校給食
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■いすみ市の概要

千葉県いすみ市

房総半島南東部に位置する
人口約35,000人のまち。

都心から70㎞圏内にあるが、
開発の影響から逃れたことで、
希少生物も多く、自然の恵み
豊かな里山・里海地帯である。

近年は、世代を問わず移住者

に人気がある。
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■里山と里海をつなぐ夷隅川（いすみがわ）

ミヤコタナゴ(絶滅危惧種IA類) 沖合にある暗礁群「器械根」

里山エリア
水田農業を基盤とする地域

里海エリア
沿岸漁業を基盤とする地域
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コウノトリの兵庫県豊岡市をモデルに「生物多様性」と
「水稲」の2部門による協議会を設立
会長を副市長、副会長をJA組合長、事務局は農林課
この時点で地域における有機農業者はゼロ

手探りの水稲無農薬栽培に挑戦するも失敗

水稲有機栽培の実証事業(3年間)開始
民間稲作研究所、県普及指導員、JA、市が連携

生産された有機米4トンを学校給食に導入

学校給食の全量にあたる42トンの有機米を提供
有機JAS認証取得開始 産地を形成

同協議会に有機野菜部門を設置
学校給食に向けた有機野菜の生産と産地化の取組を開始

■千葉県いすみ市における有機農業推進の経緯

2012年

2013年

2014年

2015年

2017年

2018年
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・有機農業者ゼロから４年で産地を形成

・学校給食における残食の減少

・イメージアップと認知度向上

・移住者の増加

・農産物のブランド化

・農業所得の向上

・新規就農希望者の増加

その他

未来につながる持続可能な農業推進コンクール
農林水産大臣賞(2020)

辻静雄食文化賞(2020)

JALファーストクラス機内食(2016)に採用

■有機農産物の学校給食利用とその成果
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■有機米生産の推移(いすみ市)
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有機米使用開始
使用率11％
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15.2%

18.1%
17.0%

13.3%

10.0%

学校給食主食（ごはん）の残菜率（年平均）

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

13.9% 13.9%
13.0%

10.9%
9.5%

学校給食全体の残菜率（年平均）

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

有機の給食を本格的に
はじめてから(2017年10月) 
ごはんの残食が年々減少

給食全体の残食も年々減少
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8

宝島社『田舎暮らしの本』2025年2月号、
「2025年版 住みたい田舎ベストランキング」



■環境に配慮した農産物のブランド化

Japan Airlines adopted the rice as in-flight 

meals of first class (2016)

日本航空ファーストクラス機内食に採用

子どもたちの未来を支えるお米
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大消費地

評価獲得
↓↑

ブランド化
高品質化

大消費地

評価獲得

↓↑

ブランド化
高品質化

地元

学校給食
有機米100％

↓

十分な地域活性化
の実績とインパクト

強い訴求力は
期待できない

より強い訴求力
が期待できる

地元での評価を獲得したうえで
それをもとにマーケットにアピールする

■「いすみっこ」のブランド戦略
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フランス

フランスは2022年までに、給食食材のオーガニック(有機)比率を20パーセントにすることを*法律で定
める。現在、フランスの学校給食のオーガニック率は、全国平均3パーセント。南仏のムアン・サルトゥー
市ではオーガニック率100パーセントを実現している。

サステナブル・ブランド ジャパン2017.12.04より抜粋

イタリア

イタリアの有機農産物卸売業者の卸先内訳にあるように、学校給食向けは売上げの26％を占めて

おり、重要な販売先の一つとなっている。学校給食への取り組みは州によって大きな違いがあり、導入
が最も盛んなエミリア・ロマーニャ州は、州法によって2歳までの保育園児の給食は100％有機にすると

規定している。

「イタリアの有機農産物の現状調査」JETRO2009年3月より抜粋

韓国

2021年からソウルのすべての⼩・中・高校で「オーガニック無償給食」が全面施行される。市はまず
来年から高等学校のオーガニック食材使用の割合も現在の30％からオーガニック学校給食水準であ
る70％まで引き上げる。市は、オーガニック無償給食がすべての小・中・高1302校に拡大施行されれ
ば、人件費と管理費を含めて年間約7000億ウォン(約700億円)の予算がかかると見ている。

ハンギョレ新聞2018.10.29より抜粋

■世界の給食、オーガニックへ

*農業・食品業の均等な取引及び健康で持続可能な食生活の推進に関する法律
  （通称EGALIM エガリム法）
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■EUのオーガニック公共調達

デンマークは2015年、公共調達として学校、幼稚園、
病院、介護施設などで提供される食事の90%を有機産
品とすることとした。
同じくスウェーデンは、2030年までに公共調達の有機
産品シェアの目標を60%としている。なお、同目標の実
績は、2018年末時点で、コーヒー、紅茶、マメ科植物、種

子、穀物、乳製品、卵、魚、その他魚介類などの幅広い
農産物や食品の消費ですでに同シェアが50%を超えて
いる。

同様の計画は、クロアチア、フィンランド、フランス、ドイ
ツ、イタリア、ラトビア、スロベニアなど多くの国で実施さ
れている。

『Organic farming in the EU』 European Union,2019 より
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会員募集
全国オーガニック給食協議会が設立されました
近年、急速に関心が高まっている「学校給食の有機化」を全国で実現していくことを目指して、多様な主体
の協働による協議会が設立されました。全国の多くの自治体、農業協同組合及び農業関係団体、生活協同組
合及び流通、市民団体及び有志者(個人)の皆様、全国オーガニック給食協議会に、ぜひ、ご参画ください。

名 称 全国オーガニック給食協議会

設立時期 令和５年６月

参加区分 自治体、農業協同組合及び農業関係団体、生活協同組合及び流通、

市民団体及び有志者（個人）

活動内容 全国オーガニック給食フォーラムの定期開催

先進自治体視察研修、会員同士の活発な交流など

年  会  費 団体２万円、個人２千円

参加申込 会員参加申込書を、メールかFAX、または郵送にて

下記へお送りください。

申込いただいた後、関係行事や会費納入等のご連絡をさせていただきます。

問合せ申込 いすみ市農林課有機農業推進班 〒298-8501 千葉県いすみ市大原7400-1

seisan@city.isumi.lg.jp TEL0470-62-1515 FAX0470-62-2836

令和6年10月1日現在に、加入いただいている自治体・団体・個人会員数

自治体会員38、農業協同組合及び農業関係団体会員27、生活協同組合及び流通会員26、市民団体会員19、個人会員244
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全国からなんと4千人もの人が参加した
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■衰退する水田農業 課題

生産意欲の減退 ⇒ 離農者の増加

耕作放棄地の増加 ⇒ 里山の荒廃

◆農家の高齢化
65歳以上の割合 いすみ市 76％

  全国平均 65％

コミュニティの衰退野生鳥獣の増加 景観の悪化

◆米価の下落（60kg一等米）
1996年 18,300円
2021年 9,500円 約48％下落

“田んぼは地域の守り神” 17



■環境と経済が両立する有機稲作

有機栽培技術の確立と普及 有機米の販路開拓

有機稲作→農村環境再生(生物多様性の保全・再生)

教育
学校給食

食農教育 等

福祉
農福連携
癒し 等

交流
オーナー制

交流イベント 等

観光
農泊・農業体験
ツアー 等

広報
移住定住施策
ブランド施策 等

産地経営は持続的に

●再生産可能な価格水準
お米の価格（精米5kg） 慣行 1,800円  有機 3,500円以上

●オーガニック需要は拡大傾向
食に対する安全・安心志向の高まり / エシカル消費 

あらゆるまちづくり分野に活かして、地域活性化を図る

達成すれば
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■自然と共生する地域へ いすみ生物多様性戦略の策定
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いすみ生物多様性戦略 2015年策定

■まち一体となり、環境と経済の両立する地域の実現へ

自然と共生する里づくり連絡協議会 2012年設立

会長：いすみ市副市長 副会長：JAいすみ組合長

                     

先導的プロジェクト 有機稲作の推進  2014年～

  有機園芸の推進 2018年～

◆協議会の主な取組

コウノトリ

 
    ●環境創造活動のシンボル
    ●生物多様性保全の指標種

食・農・環境教育 ブランド化推進

体験活動 実証試験都市農村交流

普及・啓発

環境保全型農業(水稲) 連絡部会 2012年設置 事務局：いすみ市農林課

自然環境保全・生物多様性連絡部会 2012年設置 事務局：いすみ市農林課

地域経済振興連絡部会 2013年設置 事務局：いすみ市水産商工観光課

有機野菜連絡部会 2018年設置 事務局：いすみ市農林課
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有機野菜も学校給食に 2018年～
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■学校給食へ地場産有機野菜を導入

〇給食センターの現体制を変えずに、無理なく使用できる品目から優先
 2021年度は、有機ニンジン、有機コマツナ、有機メークイン、有機タマネギ、有機ニラ、有機ネギ、

有機ダイコン、有機キャベツ

青果店

県学校給食会

学校給食センター

有機野菜部会
市内生産者のネットワーク
事務局：いすみ市農林課

地域振興(学校給食)と
農業振興(経営向上)

直売所

通常の給食野菜の流れ

いすみ産有機野菜の流れ

青果市場の野菜が安定的に供給され
るシステム
→地産地消は県内産がメイン

→地元野菜は供給できない！

学校給食センター

品目選び～作付け、納入まで、定例会で協議

作付け・出荷調整会議

ベテラン
農家

若手
農家

学校給食有機野菜供給体制構築事業 2018年～

一括配送 22
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公式ＨＰ 48
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■いすみ教育ファーム「田んぼと里山と生物多様性」

「環境」と「農業」と「食」を一体的に扱う教育プログラムを開発
一年間で30時限(15テーマ×2時限) を扱う

社会実情環境教育
大きく
乖離

環境教育
ｵｰｶﾞﾆｯｸ
給食

→健全な環境が、自身の健康と
    健全な社会を保障している

◆従来の教育 
  「環境教育」と「食育」と「農業体験」が
一体的に扱われていない

→農業の多面的価値を理解できない

◆いすみ市の食・農・環境教育
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田植え体験

生きものと共生校庭に田んぼ作成

カエル

イトミミズ 28



座学・生きもの調査風景など
生きもの調査
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稲刈り、おだかけ風景
稲刈り体験

校庭に稲架かけ
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農業機械の進化を学ぶ

伝統的な農作業を体験
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おにぎり作り

羽釜炊飯
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イラスト シミキョウ
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■子どもたちが成長し、やがて築く未来の食卓
    と、未来の食卓に支えられる環境・農業・地
域に私たちは期待しています

ご清聴ありがとうございました 34



●テレビ

報道特集 TBSテレビ 有機農業の未来は？ 2022年9月17日放送
https://www.youtube.com/watch?v=dahwfsI3Mh8

NHKスペシャル シリーズ食の“防衛線”第１回主食コメ・忍び寄る危機 2023年11月26日放送
https://www.nhk.jp/p/special/ts/2NY2QQLPM3/movie/ 

●映画

『いただきます ここは、発酵の楽園』オオタヴィン監督
https://www.youtube.com/watch?v=Xs8PUCO_zMc 

『食の安全を守る人々』原村正樹監督
https://kiroku-bito.com/shoku-anzen/ 

『希望の給食―食と農がつむぐ自治と民主主義』香月正夫監督
http://www.parc-jp.org/video/sakuhin/kyushoku.html 

『静かな汚染、ネオニコチノイド―浸透性農薬は〈いのち〉に何をもたらすのか？』山口勝則監督
http://www.parc-jp.org/video/sakuhin/neonic.html 

『サステナ・ファーム トキと1％』川上敬二郎監督
https://www.tbs.co.jp/TBSDOCS_eigasai/

『夢みる給食』オオタヴィン監督
https://www.mirai-lunch.jp/
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●YouTube

『有機米100％のオーガニック給食 千葉県いすみ市の挑戦』次代の農と食をつくる会
https://www.youtube.com/watch?v=LkhFCFj1Of0  

『学校給食に地場農産物、有機農産物を導入した秘訣・工夫とは？』maffchannel(農林水産省)
https://www.youtube.com/watch?v=8ubV4JjnPg8 

●書籍

『有機農業のチカラ コロナ時代を生きる知恵』大江正章 著 コモンズ

『有機農業はこうして広がった』谷口吉光編 著 コモンズ

『有機給食スタートブック』靏理恵子・谷口吉光編 著 農文協

『いすみ市における有機米の学校給食使用と有機米産地化の取組に対する自己分析』鮫田晋 

●受賞歴

令和元年度 未来につながる持続可能な農業推進コンクール（農林水産省） 農林水産大臣賞

第11回辻静雄食文化賞 (辻静雄食文化財団) 2020年
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